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1 デューイとハイスクール

2 E紀転換期の社会的状況と

3 中等教育における二元論の克服：学科目（study)

4 デューイの カリキュラム

ユ…イとハイスクール

ジョン・デューイ (JohnDewey, 1859…1952）の長い生涯のうち、彼がハイスクール，レベルの

－研究に直捺関わった主な時期として、次の三つをあげる（分類する）ことができる。

1879年から1882年にかけてであり、デューイは、ペンシルヴァニアのオイル・シティの

ハイスクール（ラテン語、理科、代数学を教えている）、および、故郷パーリントンの近く、シャーロッ

トの村落学校（LakeView Seminary、生徒は農家出身の13歳から20歳で30入から35人ほど）

に立っている。

は、いわゆるミシガン大学時代である（1884-1894年、途中1889年にミネソ

を務めている）。ミシガン大学は、デューイが初めて大学における職 るが、 f皮は哲

として、部のG.S.モリス（George Sylvester Morris）とともに哲学科のカリキュラムの再編

成を手がけている。若き日のデューイは、哲学と生理学、心理学、倫理学のさまざまな要素をひと

つの理論へと統合しようと格闘し始めており、これがやがて教育学へと展開する。しかし、この！時

期のデューイと中等教育の諮問題との接点はより実際的で直接的であった。ミシガン大学は、

デュ一千が着任するよりかなり前、 1871年より、認定を受けたハイスクール（accreditedhigh 

school)の生徒を、入学試験にかえてその卒業資格で入学を許可するという方式、いわゆるミシガ

ン・プラン（TheMichigan Plan）を実施していた。この入学資格認定システムには、大学側がハ

イスクールを訪問し、その教育プログラムと実践について調査、観察をし、

が、大学の入学にi怒し、補習なしに充分で、あるかどうかを判断するという作業が梓っていた。そし
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は、高 (articulation）の問題の

られているのである iむさら

から発展したミシガンナ！？

くとも計8IEIの

デューイ

て、 る よれば、 ミシガ ーイは、 とし

ハイスクールへの調査団に加わっているこ

Schoolmaster’s Club) に関わっているむこ メンバーには、 ミシガン師範

、デューイ

をしている詩人ここには、テゃユーイにらみたハイスクールにおける

よる中等教育とポスト

る。品、 1887年と88年、デューイはミシガ

第三は、シカゴ時代であるc シカ

School) は1896主ド

のアシスタント、

つにはデューイスクール

カリキュラムへの

ているむ

し、

のいわゆるデューイ実験学校（theLaboratory 

タートしたが、 1902年には、 と

していた。翌1903年は重要な年であった。ひと

に達していたことであり、地の一つは、（パ

カー・スクールなどの初等学校に加えて）

Training School) とサウス・サイド・アカデミ…（theSouth Side Academy) 

of Education）へ再編されたことである。これらを統括する
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いて、中等教育の意義と E的、カリキュラム・デザインと

あった。ところが、歴史はそのようには展開しなかった。周知のとおり、

ブルから、デューイ辻シカゴを去ることとなり、彼の

るトラ

されることはなかったの

とその淵源の分析には、かなりのエネである。しかし、

ルギーが注がれたことがいくつかの論文から知ることができる。

について、歴史的社会的状況分析、

方、学問的（自由）

ヂューイの

における学科目（study）の捉え

るデュ一千の捉え方とデュ一千の提唱する

カリキュラム どから していくことにする。

2 世紀転換期の社会的状況と

シカゴi時代のデューイによる中等教育構想は、意外にも平い段階で提示されている。すなわち、

実i設学校の初年次の終わりの報告書における、中等教育への言及である。それによると、

まだ実施されていないが、その主な目的は、多様な学科目群（groupsof study) 

(di宜erentia tion）することによって、倍々の生徒が、人類の到達したあらゆる領域へ調和

の取れた参画を果たすことができ、また実生活において、あるいは上級の研究において専F守化

(specialization）をはかることができるような、生徒の興味と能力に基づく特定fとした方向性を

もった知識を獲得できるようになることであるJ:Jと述べている。続いて、中等教育の期間は、

のところ大学の 2学年にまで及ぶ（べき）ものであるが、大学的属の学校はその最初の 3年間に関

わる（ことになる）、またこの中等教育期開は、様々な学科目（study）の系列

を、一般化（generalizations）された形で形成する時期であり、さらに‘般的諸原理

を具体化し、説明できるような詳細な情報（知識）を蓄積、収集する時期である」としている。そ

して、このような「一般化jと f特殊で詳細な知識jを短期間で習得できるようになるのも、（そ
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日）も

るかが、

らゆ と にかかっている

くし、

とネEll芝iをどのようにデザインす

となる。デューイは、 1j=1等教育原翌日を、専門化と

それでは、デュ一千がこのよう つにiゴ京ド品、 11うかめつにので

あろうかc 有名な

流通と

入々

において、

く刺激され、その生活への応出は、

れる。そして、

的な

(revolution) 

ないなどと

こうして、

えようとし＝う

いる

アユ

れる。

iヨ

り

このような

及；ましてはい

るらと指摘している。

とカリキュラムに進行中の変革（modification）も、自工業のそれと

り、また当時、

る。

日（study）がカリキュラム されるときの典型的

のではないかと

るりやがて

べき日までに、何ら

られることになろうと る。

こって

れ、

て、あるいは 1ヶ月あまりであっても、子どもたちがかつてのように

ヨミ
」

ピジネス・

る。

く

このようなカワキュラム

ハイスクールで求められることもできないばかりか、

ていないのではないかという声が上がり る7とし＝う

とプロセスにおいては、 1m1ノ令 日がそれ

ぞれ互いに関連のないものとみなさ されている。そこに

るむデューイ

あれば、それ告

まずカリキュラム

し

ことではない。しカミし、より

の?}Jjiとなっている社会的変化を

てコ

として利用されるので

きに訴えるためには、

し、しかる



づい ける いても ことが不可欠なのである。

3 

1902年、ヂューイは

の論文は、 fシカ

しているむこ

されたものであるが、

すなわち、（ 1 ) システムにおける (secondarv school) 

( 3 ) 1器

( 5 ）カリキュラム

る

日j洋の開の対立：）

れる。すなわち、

る。これらの

したときの人々

みの中で行われるべきだと

ラデイカルな変革を

していると

分析を提示してみせる。

えさせるべくより

ことのできない

にあるとしてその

い。中等教育に

は、歴史的にも

にも学校システムには、伝統的

える。 18世紀と

と大学と

その中関的・媒介的

ることはできな

るものであり、

あった。デ、ユーイは、一般的にも

らの諸力が反映するものだと

と道徳の発達と

求を導いてきた。ルソー (J.J. Rousseau）やホーレス・マン (HoraceMann）は、狭院な功利的な

目的に換えて、全人的な発達を促すような初等教育の変革を主張した改革論者であった。ハイス

クールの拡張もこうした民主的要求から展開されたものであり、ハイスクールは、より

人間の尊厳を希求しようというコモンマンの欲求を実現可龍とする機関であった。他方、ハイス

クールはもうひとつの伝統、存識者階級のための高級な文化（教養）の伝統からも影響を受けてき

た。特に大学は、従来、高度の学識の英知と啓発のデータベース的機関であり続けたのであり、こ

の大学の高岳な学問領域へと進むための準縮機関に、ハイスクールはその起源を存している。

このようにハースクールは、これらの二つの伝統の要求の出会いの所産であるといえる。より多

くの教育と言II椋を求める大衆による民主的な要求と、高度な学識の伝統の価値を保持したいという

とを同時にいかに折り合いをつけるかが、ハイスクールに国

デューイは捉えるのである。 1890年代には、「大学への最善の準舗はま

を形成してきたのだと

も

あるJという楽観的な命題があったようであるが、デュ一千は、このようなスローガンに対しては

ものをi援味にするという理由で、否定的であったc というのも、この命題では、人生への

(standard）を なのか、それとも

た を与えるのは、「人生への準備」

るlOo つまり、ハイスクールのカリキュラムは、

るのかが判然としないから

してデザインしでも、それがそのま

念
品 ニーズにもベストなことなのだと捉えるのか、あるいはハイスクール
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きで、

1）クトであるひしかしながら、ヂューイは

ょいという とのコンブ

るもののf史自身はこ

る直接的で明確な解答を提示しているわけではない。

デ、ユーイは、 のルーツについて、

あるとみていたQ デューイ じ始めてから

いても、間の開に、 日（subjects）は、学問的（academic)

( technical or vocational) 

る問題は、学問的（自由）学科目と

この対立を克服する

している。より

植は告すなのか、つまり、ハイスター

何かj11という間の立て方である。

それによって指示される素材が、そのまま

られている、ま

をめぐ

じられていた。

自分類の錨

にでてくるタイトルとしての科呂

植物学といった科目名称（の呼び方）は、

のための自然な状況を提供しているのだとい

う前提に基づいている。つまりそのような名称によって、何かしらIII！定したものがあると示峻され

てしまうのである。この仮定に従うと、科目名称によってカバーされるはずの素材の方がとてつも

なく膨大になったとき、結果は、科目の断片化と新たな科呂の際認のない増設ということになろう。

ある教育13的から特定の素材を組織立てる科目が新たに立ち上げられるという場合、線かに、そ

れが知識の拡張によってもたらされるという場合もある。しかし、デューイは、実際のプロセスを

そこには学校教育のプログラムの立案者も見逃している重要な要素があると

る。知の専f可化というのは、既存の専問領域や下位分野の関のクロス・レフェレンス

存性、内El9整合性などを伴っているものなのである。こうした探究と研究のプロセスに対しては、

にしてハイフンで結ぼれた表示が施されてきた。例えば、天体物理学 Castro回physics）、

(bio-chemistry）、地球物理学（geo-physics）、生理学的心理学（physiological棚psychology）、物理

(physical chemistry）などである 120 探究のタイプが、隣接した関連領域の概念や素材の科用

を要詰しているのである。ところが、教師が学科目を教える際には、研究者の仕事を特徴づける知

うような桔互作用の意味合いは欠如したまま、素材（教材）のみが生徒たちに提示され

るのである。一般的に、既存の知識と知識の龍造は相互依存の関係にある。ところが、学科自はと

いうと、それぞれ孤立化され独立したものになってしまうのである。典型的な例は、数学である。

数学の概念やプロセスが、物理学などに応用されることにほとんど参照されることはないまま、

大抵の生徒にとってつまらない一連の操作とアドホックに仕組まれた記号と公式でしかな

い1：，ということになるのである。

さて カリキュラム 学問的（自由） 日か職業的学科Eかという

ついて、デュ一千はどのように考えたのであろうか。彼は新たな技術・革新による知の増大は好意的

に見ていたし、生活における活動との関連においてこそ、真に人文的で自由な見通しを発展させる

可能性があると捉えていた。そして職業的な学科目の研究・学習を通して（はじめて）、

くの人にとって真に活力をもつことができると考えていたのである（恒し、職能に関わる技龍の単

なる習得に限定される職業教育には反対していた。産業プロセスの基底にある諸涼理を対象とする
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ような一般的

きか、

ヰ ューイの

ら、科学とアート

化する

たない。

ている。デューイは、こ

していた九ヂュ一千にとっては、 （カワキュラム）が

なく、そのぞIのプログラムにかという

た

カリキュラム

AE.モーガン

ける

る。

E. Morgan) 

な）学科l三Iが、

しなが

し自由

日成均立

くだろうと述べ

そこでのカワキュラムは、実用的、

な（semi-vocational)なコース が、 し（見

解）をその一部に取り込むようなもの（カリキュラム）となるだろうと述べている11。ここには

デューイのひとつの理想が提案されているが、現実には、多くの国主主な課題があることも付け加え

られている。すなわち、先ずこのような観点をもっ教員を見出すことは容易ではないこと、そして

ましい住的

テストを

的に可能な方法として、

ることは、かなりの労力と徹底し

る。デューイは（かなり譲表した提案として）

(occupation）をとり

をもっコースへと進むという（カリキュラムの）

をしている。そして、 1=j=1等学校の授業（コース）が（専ら）十分な技術的訓練につ

をするという考え方を放棄し、生徒には、社会の重要な仕事（occupation）について

いて展開することをその任務とするとき、中等教育のコース（カリキュラム）はより

リベラルであると同時により真の意味で実践的なものとなるだろうと述べているお。

デューイの1:t:1等教育観は、今日の総合制に近いといえるが、基底にある原理においては独特のも

のがある。 1902年の論文では、デューイは、ハイスクールを拡張し、

日（commercial,manual, and aesthetic studies）を導入すること している。これらの学科目

は、商業科・社会学、科学技術の訓練、美学・応用芸術のコースとも呼ばれている。彼は通常のハ

イスクールがこれらの学科目の導入をはかり拡張していくことの利点について、次のように指捕し

ている。第一に、このカワキュラムによって、社会に見出されるあらゆる典型的な仕

(occupation）を認識し再現することができるようになり、また中等教育と生活との関係は自由で

多元的な関係となり、またあらゆる学科目は新しい観点から見ることができるようになる。第二に、

大学が科学技術や蔚業への方向性をもっていることから、中等教育に独特な大学準備という

シンプルにすることができる。第三に、ハイスクールの拡張は、個人をより広い領域に触れさせる

ことにより、個人を個人として適切に扱うこと、 1lrll入をその能力において十全にテストすることを

可能にする。第四に、手工訓練と商業的学科自によって表される職業（callings）は、人間の生活に

とって絶対不可欠なものである。それらは、大多数の人類のほとんどの永続的な仕事を可能にして

いるのである。また手工訓練と詣業的学科目は、人類の重要でリ垣久的な諸興味を表すものとして、

き課題、本質的な尊厳を有している。それらの教育上の位置を否定することは、
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失〕 きも るが一 l
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i
 

る

このように、

をそ なカ

していたと忠われる心 l］は、

り

る。しかしながら、ヂューイにおいては、それらは

日を統合する機能を担っているのである。ぞれらが、I
ぃ
r↑
 
の
、／
J

P
ぺa

．
ザ一アム一ブユキ

h
hノ

U

ぐ

り

ノ

か

カ

とし

カリキュラムにおい

(occupation）のそれとほ

って、あらゆる

El守・科ィ芋的能力、 さら

において、シカ

た。一殻にデューイ

ることjJ｛わかる G デユ

としての能力を る心デューイ

るとはなかつ

いて

れる。しかしながら、さま とのコンブリクトから

労働と閑111!1、 と学IIAJな

カリキュラムにおいてこそ、ヂューイ

と

ア

化

デ

Elによる

のせられる（のせられる

そして何よりも (occupation）というアイ

つに／のではないかと思われるのである。
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s on 

Matsushita, Haruhiko場

The attempt in this paper is to further a realistic appraisal of Dewey' s ideas on secondary 

education by creating an account based on his writings and other documents (printed 

For the most part they concentrate on an analysis of the nature and origin of problems confronted 

by the high schools. Some general principles are outlined. but there is a total lack of detail. 

In these neglected phases of s ideas, this paper examines three facets: 

Dewey・ s argument that the problems of secondary education were rooted in the social 

and the industrial reorganization transforming American society, Dewey' s analysis of the 

relations of liberal (academic) and technological studies, Dewey s recommendations for 

reorganizing studies at the secondary education. 

Dewey rejected the idea that there was any single and easy answer for education in the new 

America. There was a possibility。fdeveloping a humanistic and liberal outlook in connection with 
the practical activities of life, and through vocational studies culture might be made truly vital for 

many people. The real issue was not whether professional schools should exist, but what the 

programs should contain and how they should be taught. 

The paper concludes that through his analysis of the problems of secondary education Dewey 

returned to his concept of the occupations as educational centers for social insight. 

学 Professor,Graduate School of Education and Human Development. Nagoya Diversity 
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